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仕　　　様
HCW-5226C

最 大 洗 濯 容 量 22kg

少 量 洗 濯 容 量 ( 乾 布 時 ) 8kg

洗 濯 方 式 回転ドラム式

脱 水 方 式 遠心脱水式

ド ラ ム 回 転 数

洗 い 45 rpm

す す ぎ 45 rpm

中 間 脱 水 600 rpm（バランス状態により自動的に回転数を下げる場合があります。）

最 終 脱 水 800 rpm（バランス状態により自動的に回転数を下げる場合があります。）

ド ラ ム 寸 法 φ 800 × 434mm

定 格 消 費 電 力（ 脱 水 ） 1310W

洗 濯 時 消 費 電 力 650W

モ ー タ ー 出 力 3.7kW　6P（インバータドライブ）

制 御 方 式 マイクロコンピューター制御

最 大 使 用 水 量

洗 い 130L

す す ぎ 1 128L

す す ぎ 2 79L

1 サ イ ク ル 337L

少 量 洗 濯 時

使 用 水 量

洗 い 102L

す す ぎ 1 91L

す す ぎ 2 71L

1 サ イ ク ル 264L

配 管 口 径

給 水 20A(3/4B)

給 湯 20A(3/4B)

排 水 外径：89mm〔硬質塩化ビニル管    呼び径 75 用〕

電 源 3 相 200V　50/60Hz（共通）

電 源 コ ー ド の 長 さ 約 4m

外 形 寸 法

幅 1003mm

奥 行 き 1141mm

高 さ 1718mm

製 品 質 量 630kg

※電源電線は必ず据付工事編の「電気工事」に記載された容量以上のものを使用してください。
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HCW-5176C HCW-5126C

最 大 洗 濯 容 量 17kg 12kg

洗 濯 方 式 回転ドラム式

脱 水 方 式 遠心脱水式

ド ラ ム 回 転 数

洗 い 45 rpm

す す ぎ 45 rpm

中 間 脱 水 600 rpm（バランス状態により自動的に回転数を下げる場合があります。）

最 終 脱 水 850 rpm（バランス状態により自動的に回転数を下げる場合があります。）

ド ラ ム 寸 法 φ 650 × 510mm φ 650 × 370mm

定 格 消 費 電 力 ( 脱 水 ) 710W 680W

洗 濯 時 消 費 電 力 480W 450W

モ ー タ ー 出 力 1.5kW　6P（インバータドライブ）

制 御 方 式 マイクロコンピューター制御

最 大 使 用 水 量

洗 い 92L 74L

す す ぎ 1 93L 76L

す す ぎ 2 55L 44L

1 サ イ ク ル 240L 194L

配 管 口 径

給 水 20A(3/4B)

給 湯 20A(3/4B)

排 水 外径：89mm〔硬質塩化ビニル管    呼び径 75 用〕

電 源 3 相 200V　50/60Hz（共通）

電 源 コ ー ド の 長 さ 約 4m

外 形 寸 法

幅 855mm 855mm

奥 行 き 1142mm 1004mm

高 さ 1543mm 1543mm

製 品 質 量 445kg 425kg

※電源電線は必ず据付工事編の「電気工事」に記載された容量以上のものを使用してください。

付属部品
部　　品 個数 仕　　様 用　　途

ストレーナ ２ BC 製 120 ﾒｯｼｭ 20 A（3/4B）（茶色） 給湯・給水配管用 

排水ホース １
軟質塩化ビニル  内径：89 mm
[ 硬質塩化ビニル管  呼び径 75 用 ]
長さ：1 m

排水ホース用 

給液ホース
（フィルター付）

２ 軟質塩化ビニル  内径：8 mm  長さ：3 m 洗剤・ソフト剤吸込み用ホース 

ホースバンド（小） 2 ビニールホース固定用

ホースバンド（大） 2 排水ホース固定用

金額ラベル 2 シール 金額設定用

キー 2
コインボックス用キー

（１個はスペアキーです）

角ワッシャー ４ M12 用角ワッシャー
洗濯機据え付け用

（アンカーボルト用）

シム 10 厚さ 1 mm 洗濯機据え付け用（調整用）

取扱説明書 １

保証書 １

取扱説明板 １ A3 コピー 設定内容記録用紙

注意ラベル １ 190 mm × 190 mm
ドラム回転停止注意（必要に応じて
ドアーガラス中央にお貼りください）  
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各部の名称と外形寸法

HCW-5226C

本文_HCW-5226C_5176C_5126C-H.indd   5 2016/03/07   12:54:30



(4/17)16.10

全自動洗濯機 機種：HCW-5176C

仕様（4）

6

HCW-5176C
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HCW-5126C
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屋外には設置しない
本機は室内用です。屋外で風雨にさら

される場合に置くと、感電や故障の原因

となるので、必ず室内に設置してくださ

い。

漏電遮断機は必ず取り付ける
本機を据え付けるときは、指定の過電流

遮断器内蔵の漏電遮断器を取り付けて

ください。（ページ 40）

故障して漏電や過電流が流れたとき、感

電、火災のおそれがあります。

据付工事を行う方へ
● 製品を安全に正しくご使用いただくた

めに据付工事編の指示に従って工事を

行ってください。

● 据付工事に際しては当該地域の条例お

よび規定によるほか据付工事編をご参

照ください。

● 据付工事終了後に取扱説明編に従って取り扱い上の注

意事項をオーナーの方に説明してください。

本機の性能を十分に発揮させ、かつ安全にご使用いただくため、据え付け、電気工事及び給水排水配管工事はそれぞ

れ専門の工事業者が行ってください。

★必ず据え付けの前に次の注意事項をよくお読みいただき、正しく工事を行ってく

ださい。

★ここに示した注意事項は
使用者や他の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。また、注意事項は、誤った据付工事を行うと

生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度ごとに「警告」「注意」の 2 つに区分しています。

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

絵表示についての詳しい説明は下記のとおりです。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、作業を誤った場合に設置工事作業者または、設置後、工事の不
具合によって、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、作業を誤った場合に設置工事作業者または、設置後、工事の不
具合によって、使用者が傷害を負う場合または物的損害のみの発生が想定される内容
を示しています。

絵表示の例
△ 記号は、注意すべき内容を告げるものです。図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）

が描かれています。

 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合

は分解禁止）が描かれています。

● 記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容（左

図の場合は特定しない一般的な使用者の行為の強制）が描かれています。

警告

※お読みになった後は、お使いになる方がいつでも取り出せるところに大切に保管してください。

注意

据付工事編

警告
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電源仕様を確認する
工事の際には銘板を確認して使用する

電源が適合しているかどうか確かめて

ください。電源仕様が異なっていると

故障や異常動作によるけがのおそれが

あります。

アースは確実に取り付ける
本洗濯機専用のアースを必ず設けてく

ださい。万一の感電や落雷時における

事故防止及び制御回路の耐ノイズ性を

向上させます。工事は接地工事につい

ての指示に従ってください。

（ページ 40）

アンカーボルトで水平に固定する
据付けの際は製品の移動やガタツキ防

止のため、「基礎工事と据付け」の指示

に従って床などにしっかりと固定してく

ださい。

固定が不完全な場合、製品の振動や移

動などのおそれがあります。

（ページ 37 ～ 38）

湿気の多い場所への設置はしない
浴室などの湿気の多い場所には据え付

けないでください。機械が故障したり、

感電や漏電による火災のおそれがありま

す。

本機の後ろ側に入るときは

機器の後ろ側には回転物や高温部があ

ります。これらに触れてけが、やけど

をしないように注意してください。また、

店内では仕切りなどを設けて、お客さま

（特に幼児）が機器の後ろ側などに入

れないようにしてください。

本機の配置の際は

保守、点検などを容易にし、安全性、配

管、配線などを考慮して、本機と建築物

の部分等の離隔距離は「据付工事編」

の配置方法に従ってください。  

（ページ 36）

冬場、凍結のおそれがあるときは  
水抜きを行う

“水抜きバルブ”を設け、水抜き配管を

行い、凍結によるホース破損を防止して

ください。

ホースが破損すると水漏れが生じ、感電

や漏電がおこるおそれがあります。

（ページ 41 ～ 42）

警告

注意
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据付工事編

1 配置
●　洗濯機の据え付けおよび保守・点検が容易に行えるよう、洗濯機の周囲・上方に下記に示すスペース

を取ってください。
●　洗濯機後面と壁とのすきま　：500mm 以上
●　洗濯機側面と壁とのすきま　：400mm 以上
●　洗濯機上面と天井とのすきま：600mm 以上
●　隣合う洗濯機とのすきま　　：20mm 以上

警告
風雨にさらされる場所など湿気の多い場所には据え

付けないでください。機械が故障したり、感電や漏

電による火災のおそれがあります。

機械の据え付け

警告
●  機械の据え付け ･ 電気工事 ･ 配管工事は絶対に自分でしないでください。感電やショートによる火災 ､ 洗濯

機や建物の破損のおそれがあります。専門の業者に工事を依頼してください。
●  工事は本据付け工事編を良くお読みになり、本編の指示に従って行ってください。また ､ 給水 ･ 排水に関す

る法令や当該地区の条例や規定 [ 騒音 ･ 地震 ( 転倒防止 ) など ] を厳守してください。

＜平面図＞

この部分 （点線部分） には、 天板と前面板を固定しているネジがあ

ります。 パーテーションを設ける場合は、 この部分をさけ、 ネジが外

せるスペースを確保してください。 （この部分にパーテーションを設け

ると、 天板と前面板が外せなくなります。）

本機は、脱水時に右表の荷重が床に

かかります。2階、3階等に据付け

る場合は、建築業者に相談ください。

床振動

HCW-5226C HCW-5176C HCW-5126C

製品質量 630kg 445kg 425kg

静止時に床にかかる荷重 6.17kN(630kgf) 4.36kN(445kgf) 4.17kN(425kgf)

運転時に床にかかる最大荷重 7.48kN(763kgf) 5.24kN(535kgf) 4.96kN(506kgf)

最大荷重時の振動周波数 13.3Hz 14.2Hz 14.2Hz
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2 基礎工事
●　基礎の深さは地盤により異なりますが、コンクリー

トは 100mm 以上の厚さを確保してください。
●　排水を確実に行うため、排水能力に余裕のある排

水溝を設けてください。

排水溝

3 据え付け

●      機械の据え付けは、水平な面に左右、前後とも傾きや

　がたつきがないよう設置し、必ずＭ１２のアンカーボ

ルトで固定してください。
●　水平の確保、がたつきの防止が困難な場合は、

M10 ボルトを用いて水平に調整し、シムを挿入して

がたつきの防止を行ってください。

（調整後、M10 ボルトは取り外してください。）

●　機械が水平になっていない場合（特に

左右方向）、振動スイッチの感度が変化

し機械の故障の原因となります。

必ず水準器を用いて右図に示す箇所で

正確に水平を確保してください。
●　設置床面にゴムシートなどの弾性体

を敷かないでください。（ゴムシート
などがあると逆に振動が増加します。）

●　M10 ボルトの使用は水平調整時のみ
にし、恒久的な使用は行わないでくだ
さい。

●　機械をブロックの上に載せたり、アン
カーボルトで固定せずに据え付けない
でください。機械の振動が大きくなり
故障の原因となります。

●　機械を部分的に架台に載せる据え付
けをしないでください。機械の振動が
大きくなり故障の原因となります。

ご注意

HCW-5226C
 5176C
 5126C

本文_HCW-5226C_5176C_5126C-H.indd   37 2016/03/07   12:54:39



(10/17)16.10

全自動洗濯機 機種：HCW-5226C/5176C/5126C

38

●　振動スイッチのギャップ寸法［右図※印］が

〔アンカーボルトを締め付けた後に振動スイッチのギャップ寸法を確認してください〕

になっていることを確認してください。

寸法が調整範囲になっていない場合は、下

記の手順で調整してください。

＜調整方法＞

振動スイッチ取付板は仕切板に M5 ネジ２

本で固定しています。

このネジをゆるめると、振動スイッチが振

動スイッチ取付板ごと左右方向に動きます。

調整範囲の寸法になるところでネジを締め

付けます。

HCW-5226C は

17 ｍｍ～ 19ｍｍ
HCW-5176C・5126Cは

22ｍｍ～24ｍｍ

＜アンカーボルト位置図＞

HCW-5226C

HCW-5176C
HCW-5126C
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4 輸送金具の取り外し
●      据え付けが完了したら輸送金具は必ず取り外してください。
●　この機械の輸送金具は左右 2 個所にあります。

輸送金具を付けたまま運転すると、機械

が破損するおそれがあります。
ご注意

【輸送金具の取り外し手順】
１．前面板（上 ､ 下）および後面板を取り外す。

２． 台枠と輸送金具を固定しているＭ１２ナット①（対辺１９）

を機械の内側から取り外す。（左右）

ＨＣＷ－５２２６Ｃは左右各 3 個

ＨＣＷ－５１７６Ｃ，ＨＣＷ－５１２６Ｃは左右各２個

３． 外槽と輸送金具を固定しているＭ１０ナット②（対辺１７）

を取り外し、輸送金具を取り外す。（左右）

ＨＣＷ－５２２６Ｃは左右各 3 個

ＨＣＷ－５１７６Ｃ，ＨＣＷ－５１２６Ｃは左右各 2 個

４．前面板（上 ､ 下）および後面板を元どおり取り付ける。

＜右側面から見た図＞

本図は HCW-5226C の図です。

M10 ナット②

M12 ナット①

（内側から固定されています。）

外槽

輸送金具

台枠
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電気工事

2 ア  ー  ス

1 電　　源

警告
専門の工事業者に依頼し、必ず本機専用の D 種接地工事

（第３種接地工事）を行ってください。万一の感電や落雷

時における事故防止や静電気による引火爆発事故防止及

び制御回路の耐ノイズ性を向上させるためです。

ただし、次のようなところにはアース線を接続しない

でください。

●　水道管： 配管の途中で塩化ビニル管の場合はアー

スされません。

●　ガス管： 爆発や引火の危険があります。

●　電話線のアースや避雷針：

落雷のとき大きな電流が流れて危険です。

●　アース工事は電源電線の４芯キャプタイアケーブルの緑色

のアース線をアース端子に接続して本機単独のＤ種接地工

事 ( 第３種接地工事 ) を行ってください。

（注）アースについては、Ｄ種接地工事（第３種接地工事）

が法規で義務づけられています。

警告
●　本機を据付けるときは、指定の過電流遮断器内蔵型の漏電遮断器を取り付けてください。故障して漏電、過電流が流れた

とき、感電、火災のおそれがあります。
●　故障などの理由により電源コードを交換する場合、お買い上げ販売店または当社営業所、専門の工事業者に工事を依頼し

てください。

注意
●　据付工事の際には銘板を確認して使用する電源が適合しているかどうか確かめてください。電源仕様が異なっていると、

故障や異常動作によるけがのおそれがあります。

設備大元に漏電遮断器を設置している場合の感度電流は、「30mAx 接続台数」以上となるようにしてください。

電気工事には電気工事士の資格が必要です。専門の工事業者に工事を依頼してください。

●　電源には必ず本機専用として下記仕様のものを設けてく

ださい。

3 相 200V  50 または 60Hz

定格電流：20A（6.9KVA）

漏電遮断器 ( 感度電流 30mA 動作時間 0.1 秒以内）
●　電源電線は下記容量以上のものを必ず使用してください。

より線…2.0mm2　単線…φ 1.6（導体径）
●　土間、コンクリート床、洗い場など湿気や水気のある場

所に据え付けるときは漏電遮断器の取り付けが法令で義

務付けられています。
●　電気配線はできるだけ金属線管またはフレキシブルコン

ジットで保護してください。
●　電気配線はガス供給管や蒸気配管に接近させないでくだ

さい。（15cm 以上離すこと。）
●　回転方向

本機はインバータ制御のため電源線の入替えでは脱水行

程でのドラム回転方向は変わりません。“前から見て右

回転 ( )”です。

＜ご注意＞

当機種はインバータを使用しています。

以下の内容に注意して設置してください。

インバータ使用機種に進相コンデンサは取付けないでくださ

い。他にインバータ未使用機種があり、進相コンデンサを取付

ける場合は、インバータからの高調波電流による進相コンデン

サ破壊防止のため、インバータの容量に適合したリアクトルを

設置してください。

●　 漏電遮断器の場合：
インバータの高調波電流によ
り誤動作が発生します。
インバータ対応型漏電遮断器
を使用してください。

●　 漏電遮断器でない場合：
問題ありません。

インバータ対応型漏電
遮断器を使用してくだ
さい。

3 相 200V

設備大元
ブレーカ

各機器用
元ブレーカ

リアクトル

進相コンデンサ
当機種

(5226C) (5176C, 5126C)
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配管工事

　　配管位置と寸法

注意

●洗濯機の給水 ･ 給湯口の配管は水道法の ｢ 給水装置 ｣ として取り扱われます。

　 弊社の洗濯機の洗濯槽内の給水口から水面 ( 越流面 ) までの吐水口空間は 200mm 以下ですので ､ 適切な

逆流防止対策 ( 受水槽方式など ) が必要です。各市町村の水道局または水道課にご確認下さい。

● 排水液には有害物質は含まれていませんが、排水経路によっては届出が必要です。地域の保健所などにご確

認ください。

[HCW-5226C]

[HCW-5176C, HCW-5126C]

1
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2　　給水、給湯配管
●　付属のストレーナーを用いて給水口（給湯口）に

給水（給湯）配管を接続してください。

●　給水、給湯とも必ず手元バルブを取り付けてくださ

い ｡（手元バルブは本体に付属していません）

●　給水（給湯）元と本体の配管接続は必ず途中で

金属製フレキシブルチューブを用い、可とう性を

持たせてください。可とう性のない配管を行うと、

振動により配管が破損し水漏れの起こるおそれが

あります ｡

●　冬期に凍結のおそれがある場合は、“水抜きバルブ”

を設け、水抜き配管を行ってください。( 水抜き

バルブは付属していません）また、冬期に凍結の

おそれのない場合でも、“水抜きバルブ”を設けて

おくと何かトラブルが生じた際にメンテナンスが

容易になります。

●　給水（給湯）圧力は 0.0 ５~０.３MPa を保って

ください。

水圧が低すぎる場合…給水、給湯時間が長くなります。

水圧が高すぎる場合…給水、給湯バルブが正常に動作

しなくなります。

配管工事を行った後は、シールテー

プ、配管ゴミ、スケールなどが初期

的に詰まることが多いため、試運転

にて十分給水、給湯を行った後スト

レーナーを掃除してください。

注意
給湯に使用する温水は 60℃以下にしてください。

高温水を使用すると衣類を傷めたり、プラスチック

部品の変形や傷みにより感電や漏電のおそれがあり

ます。

ご注意

［温水洗いを行わず、給水配管のみを行う場合］
●　必ず給水口と給湯口の両方に給水配管を接続して

ください。給湯口に給水配管を接続しなかった場

合、試運転モニターの P53 および各種設定で給湯

方法を H（給湯）に設定するとトラブルモニター

H02（給水時の水量不足）がはたらきます。

●　給水量と水圧は下図を参照ください。

給水中の圧力範囲

200

(L/min)

流
量 100

0.1
(1.0)

0.2
(2.0)

0.3
(3.0)

MPa
(kgf/cm2)水圧

0
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異径ソケットによる径のおとし方

排水継手

異径ソケット

接続部は塩化ビニル管用

接着剤を使用する

テープ

　　排水配管
●　排水ホースを排水口までの長さに合わせて切断し、

先細りや先上りにならないようにして排水口と接

続してください。

●　本体排水管と排水ホースとは付属のホースバンド

にてしっかりと接続してください。

●　排水管の関係でどうしても先細りでないと接続で

きない場合は異径ソケットにて径をおとして接続

してください。排水管にテープを巻きつけ接続す

ると、異物が排水管にひっかかることがあります

ので絶対におやめください。
本製品では洗剤、ソフト剤は外部タ

ンクからの供給となります。

　　排油口
●　本製品には、何らかのトラブルでオイルシールが

破損した場合、ベアリングを保護する為の排油口

を製品の後部下に設けています。この場合、排油

口からわずかづつですが、水及びグリスが排出さ

れますので適当な容器で受けてください。（ペー

ジ 5 ～ 7）

ご注意

　　洗剤、ソフト剤吸込み用ホース
●　付属の給液ホースをホースバンド（付属）を用いて、

製品後部左上の洗剤、ソフト剤用ポンプに接続し

てください。（ページ 19）

●　据付当初や、洗剤、ソフト剤のタンクを交換した

ときは、試運転方法 P59、P60（ページ 10 ～

15）に従ってホース内のエアーを抜き取ってくだ

さい。エアー抜きを行わないと、洗剤、ソフト剤

が正しく注入されません ｡

3 4

5
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●　制御基板上の切替スイッチ SW101 で設定を行います。切替スイッチは右側が ON、左側が OFF です。

●　電源元のブレーカーを切る。
●　洗濯機の前面板をはずす。

準備

 切替スイッチの取り扱いに記載している以外のスイッチは切り替えないでください。ご注意

■ 機種切替、除菌すすぎ時間の設定

制御基板

SW101

切替スイッチ

●  機種切替 HCW-5226C １番  OFF ２番  ON
  HCW-5176C １番  ON ２番  OFF
  HCW-5126C １番  OFF ２番  OFF
●  除菌すすぎ時間  11 分 ４番  OFF ５番  OFF
   16 分 ４番  ON ５番  OFF
   21 分 ４番  OFF ５番  ON
   26 分 ４番  ON ５番  ON

機種切替

除菌すすぎ時間

OFF → ON

 除菌すすぎ時間の設定を 11 分にした場合 ､ 除菌の効果がありません。ご注意

切替スイッチの取り扱い
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少量洗濯コースボタン未使用時の処置について
１．洗濯機の前面板を外します。

２．コネクターとファストン端子を抜きます。

　　その後、丸ナットをゆるめて少量洗濯コース

　　ボタンを取り外します。

３．前面板を元通りに取り付けます。

　　コントロールプレートに付属のラベルを貼ります。

４．目安ラインラベルをはがします。

丸ナット ファストン端子 コネクター(CON5:4P)

少量洗濯コースボタン

前面板

目安ラインラベル

コントロールプレート

ラベル
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